
は
こ
の
中
、
次
の

一
、
巻
二
の
巻
首

夫
黄
帝
明
堂
経
華
扁
鍼
灸
法
或
繁
文
奥
義
巻
軸
各
分
或
上
孔
下
穴

次
弟
相
違
既
而
去
聖
綿
選
後
學
暗
昧
披
篇
案
文
之
間
急
疾
難
治
取

支
作
住
之
震
要
穴
易
迷
是
以
頭
面
手
足
冒
脇
腹
背
各
随
其
震
壽
抄

其
穴
主
治
之
法
略
注
穴
下
針
灸
之
例
詳
付
條
末
専
依
軒
宮
之
正
経

兼
拾
諸
家
之
別
説
唯
忠
軽
以
愚
屡
之
思
狼
乱
聖
賢
之
縦
譽
椙
夏
蛾

之
自
迷
燈
妹
蝉
之
不
知
雪
英

二
、
巻
十
四
の
五
十
九
丁

今
案
天
平
九
年
六
月
廿
六
日
下
諸
國
官
符
云
九
是
疫
病
名
赤
班
瘡

物
装
之
時
既
似
瘡
疾
瘡
出
之
間
経
三
四
日
支
譜
府
蔵
大
契
如
焼

當
是
之
時
欲
飲
冷
水
固
忌
莫
飲
以
綿
能
勃
腹
腰
必
令
温
和
勿
使

冷
寒
又
鋪
設
既
薄
元
腓
地
上
唯
於
床
上
敷
筈
膳
得
臥
息
又
粥
贈

井
煎
餅
粟
等
汁
温
冷
任
意
可
用
又
繍
梗
絡
以
湯
贈
食
之
又
病
愈

之
後
雑
經
廿
日
不
得
諏
喫
鮮
魚
宍
菓
菜
井
飲
水
及
洗
浴
房
室
強

行
歩
當
風
雨
年
魚
不
可
食
但
乾
腹
堅
魚
等
煎
否
皆
良

（
京
都
市
）

こ
れ
ら
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
医
心
方
』
の
撰
述

・
伝
写
等
を
解
明
す
る
手
掛
り
が
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
回

仏
こ
の
中
、
次
の
二
つ
の
文
章
に
つ
い
て
考
え
る
。

『
福
田
方
』
全
十
二
巻
は
わ
が
国
南
北
朝
時
代
の
僧
有
隣
（
常
陸
国

鹿
児
郡
東
福
寺
開
山
）
に
よ
っ
て
一
三
六
三
年
頃
に
著
わ
さ
れ
た
医
書

で
あ
る
。
こ
の
書
は
引
用
文
献
名
を
明
記
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
に

は
供
書
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
古
医
書
輯
快
の
材
料
と
し
て

看
過
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
い
か
な
る
医
書
が
日
本
に
舶

載
さ
れ
て
い
た
か
、
す
な
わ
ち
医
学
文
化
資
料
伝
来
の
実
情
を
探
る

絶
好
の
文
献
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
田
代
三
喜
・
曲
直
瀬
道
三
を
生

む
基
盤
に
な
っ
た
と
も
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
福
田
方
』
は
日

中
医
学
史
上
極
め
て
重
要
な
書
で
あ
り
な
が
ら
、
今
日
そ
の
研
究
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
演
者
は
こ
の
た
び
全
巻
を
通
検
し
て

引
用
書
名
索
引
を
作
製
し
、
「
福
田
方
』
組
成
文
献
に
つ
い
て
初
歩

的
解
析
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。
底
本
は
い
ま
日
本
古
典
全
集
本

に
よ
る
。

漢
代
の
書
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
医
書
か
ら
の
引
用
に
「
内

『
福
田
方
』
組
成
文
献
の
解
析小

曽
戸
洋
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経
」
「
素
問
」
「
霊
枢
経
」
「
針
経
」
「
明
堂
経
」
「
難
経
」
「
本
草
」
「
傷

寒
論
」
な
ど
が
あ
る
。
と
く
に
「
素
問
」
か
ら
の
引
用
は
多
く
、
篇

名
を
示
す
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
記
載
か
ら
ぶ
て
、
底
本
に
林
億

ら
の
宋
改
を
経
た
も
の
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
い
。

「
霊
枢
経
」
「
難
経
」
「
傷
寒
論
」
は
中
国
版
本
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
「
傷
寒
論
」
は
「
注
云
」
と
し
て
成
無
已
注
を
引
く
こ
と

か
ら
、
『
注
解
傷
寒
論
』
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
特
定
で
き
る
。
舶

来
元
刻
版
に
よ
る
も
の
か
。
「
針
経
」
「
明
堂
経
」
は
日
本
古
来
の
伝

承
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
お
よ
そ
六
朝
時
代
の
成
立
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
に

「
王
叔
和
」
「
張
苗
」
「
陳
廩
丘
」
「
葛
氏
方
」
「
萢
汪
方
」
「
秦
承
祖

方
」
「
小
品
方
」
「
僧
深
方
」
「
徐
文
伯
」
「
通
玄
経
」
「
楮
澄
」
「
鬼
遺

方
」
「
陶
隠
居
」
「
肘
後
方
」
「
如
意
方
」
「
龍
門
方
」
、
な
い
し
は
「
炮

爽
論
」
「
神
仙
服
餌
論
」
「
彰
祖
」
な
ど
が
あ
る
。
多
く
は
快
書
で
あ

る
。
‐
す
。
へ
て
直
接
引
用
と
は
い
え
ま
い
が
、
た
と
え
ば
「
小
品
方
」

な
ど
は
『
医
心
方
』
に
も
引
か
れ
な
い
文
章
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
直

接
引
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
葛
氏
方
」
か
ら
の
引
用
は

多
い
。お

お
よ
そ
階
唐
の
成
立
に
か
か
る
も
の
に
「
病
源
論
」
「
古
今
録

験
方
」
「
玄
感
伝
屍
方
」
「
千
金
方
」
「
唐
本
注
」
「
千
金
翼
」
「
千
金

随
」
「
崔
」
「
崔
氏
食
経
」
「
必
効
方
」
「
張
文
仲
」
「
日
華
子
」
「
本
草

拾
遺
」
「
外
台
方
」
「
広
利
方
」
「
伝
信
方
」
「
産
宝
方
」
「
食
医
心
鏡
」
、

な
い
し
は
「
極
要
方
」
「
新
録
方
」
「
耆
婆
方
」
「
五
蔵
論
」
「
膳
夫

経
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
千
金
方
」
か
ら
の
引
用
は
約

一
五
○
回
ほ
ど
あ
り
、
後
出
の
「
和
剤
局
方
」
に
次
ぐ
引
用
量
で
あ

る
。
そ
の
引
用
文
を
検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
底
本
は
日
本
古
来
の

伝
写
本
で
は
な
く
、
宋
改
を
経
た
版
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

が
知
れ
る
。

五
代
の
成
立
に
か
か
る
も
の
に
は
「
張
詠
」
「
万
全
方
」
が
あ
る
。

北
宋
の
成
立
に
か
か
る
も
の
と
し
て
は
「
（
九
鯖
）
衛
生
方
」
「
活

人
書
」
「
史
載
之
方
」
「
指
迷
方
」
「
図
経
」
「
聖
恵
方
‐
三
聖
済
方
」

「
蘇
沈
良
方
」
「
銅
人
経
」
「
斗
門
方
」
「
必
用
方
（
養
生
必
用
方
論
）
」

「
本
草
桁
義
」
「
霊
苑
方
」
「
和
剤
局
方
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

「
和
剤
局
方
」
（
局
方
・
局
方
総
論
・
局
方
指
南
・
和
剤
方
総
論
・
和
剤
方

指
南
な
ど
と
引
く
）
か
ら
の
引
用
は
お
よ
そ
一
八
○
回
あ
っ
て
、
そ

の
影
響
力
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
衛
生
方
」
「
斗
門
方
」
「
霊

苑
方
」
な
ど
は
す
で
に
供
書
で
あ
る
。

南
宋
の
も
の
で
は
「
易
簡
方
」
「
家
蔵
方
」
「
簡
易
方
」
「
既
効
方
」
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「
究
源
方
」
「
御
薬
院
方
」
「
鶏
峯
方
」
「
外
科
精
要
」
「
済
生
方
・
続

方
」
「
三
因
方
」
「
十
便
良
方
」
「
朱
氏
方
」
「
傷
寒
類
書
」
「
鍼
灸
資

生
経
」
「
葉
氏
方
」
「
選
奇
方
」
「
大
桁
方
」
「
直
指
方
」
「
本
事
方
」

「
末
（
未
）
病
方
」
な
ど
が
あ
り
、
と
り
わ
け
「
直
指
方
」
「
済
生
方
」

「
三
因
方
」
「
簡
易
方
」
「
選
奇
方
」
「
家
蔵
方
」
「
本
事
方
」
か
ら
の

引
用
は
多
い
。
「
既
効
方
」
「
究
源
方
」
「
選
奇
方
」
「
大
桁
方
」
な
ど

は
快
書
で
あ
る
。

元
代
の
も
の
と
し
て
は
「
得
効
方
」
が
あ
る
。
そ
の
成
立
か
ら

『
福
田
方
』
ま
で
は
約
二
十
五
年
し
か
隔
た
っ
て
い
な
い
か
ら
、
当

時
い
か
に
最
新
の
医
書
が
す
み
や
か
に
導
入
さ
れ
て
い
た
か
が
知
れ

年
代
未
特
定
の
も
の
に
は
「
百
一
方
」
「
道
済
方
」
「
医
学
方
」
「
海

上
方
」
「
普
済
方
」
「
医
門
方
」
「
医
余
」
「
至
適
方
」
「
医
学
全
書
」

「
効
験
方
」
「
楊
氏
方
」
ほ
か
多
数
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
非
医
書
と
し
て
は
「
孟
子
」
「
呂
氏
春
秋
」
「
史
記
」
「
説

文
」
「
班
固
」
「
帝
王
世
紀
」
「
魏
志
」
「
文
選
」
「
荊
楚
記
」
「
賢
愚
因

縁
経
」
「
太
平
御
覧
」
「
唐
書
」
「
東
波
尺
騰
」
「
事
林
広
記
」
と
い
っ

た
書
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
御
覧
一
な
ど
、
い
か

に
し
て
有
隣
が
こ
れ
を
検
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
Q

日
本
の
文
献
で
は
出
雲
広
貞
の
所
述
を
引
用
し
て
お
り
、
日
本
医

学
史
上
す
こ
ぶ
る
珍
重
す
べ
き
記
載
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
機
会
を
改
め
て
発
表
す
る
。

以
上
、
現
時
点
で
引
用
文
献
約
一
五
四
種
、
一
二
○
○
余
条
を
検

出
し
た
。
な
お
有
隣
自
身
の
言
葉
は
「
私
云
」
と
し
て
約
一
三
○
処

に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
医
薬
知
識
が
尋
常
の
も
の
で
な
か
っ
た

こ
と
を
示
す
に
充
分
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
）
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